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論文審査の要旨

磁化率強調画像 (SWI) は、 2004年に Haackeらにより発表された新しい MR

撮像法である。静脈構造、血液代謝産物、生体鉄に対して高い感度をもち、磁

化率に鋭敏な撮像法として従来用いられていたGRE法T2*強調像より鋭敏とされ

る。 SWIでは磁化率の強調を特徴とするために、強度画像に位相画像を乗じて画

像が作成されている。この元画像の一つで、ある強度画像では、流入効果(in-flow

effect)と酸素化ヘモグロビン濃度の上昇によって動脈内が高信号になること

が知られている。

本研究では脳動静脈奇形をもっ患者 14名を対象として、現在もっとも広く

用いられている TOF法による阻人 SWI、そして強度画像における信号を評価し

た。流入動脈、 nidusとも TOF法服Aの方が強度画像よりも高信号を示す頻度が

高かった。流出静脈についても TOF法 MRAの方が強度画像よりも高信号を示す

頻度は高かったが、 TOF法MRAで高信号を示さない流出静脈の半数で7強度画像で、

は高信号を示した。流出静脈の flowが緩徐で流入効果が弱い場合にはTOF法服A

では信号が低下するのに対して、強度画像で、は酸素化ヘモグロビン濃度の上昇

によって高信号を示した。この結果は、脳動静脈奇形の非侵襲的な診断方法と

して広く用いられている TOF法 MRAと相補的に組み合わせることで診断能が向

上することを示唆するもので、あった。

本研究は SWIの元画像である強度画像によって、酸素飽和度という生理的な

要素を反映した信号が描出でき、脳動静脈奇形の診断、治療効果判定、経過観

察に応用できる可能性のある重要な研究と考えられた。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに放射線医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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